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オホーツク管内初の酪農研修牧場

株式会社 Farm to-mo
ファーム トモ

JA北オホーツクが出資する「株式会社Farm to-mo」

は、地域の生乳生産維持拡大と新規就農者を誘致する

ことを目的として設立された、オホーツク管内初とな

る単協主導で運営する研修機能付き大型生産牧場です。

2021年４月の施設完成以降、順次初妊牛を導入し、６

月から搾乳を開始するなど、来年春からの本格稼働に

向けて、従業員７名で準備を進めています。

本牧場では、研修・教育・指導を通して担い手を育

てていく拠点「酪農の里」になることを目指し、来年

春より全国各地から新規就農希望者の受入れ（夫婦３

組６人）を開始する予定です。

研修牧場の設立に当たり､JA北オホーツク営農部

横内次長は、「ここで研修を受けてみたい！」と思っ

てもらえるような研修内容や施設、体制づくりを意識

されたとのことです。

また、新規就農を考えている方

へのメッセージとして、「酪農は

忙しく大変なこともあると思うが、

日本の食を支えているという大き

なやりがいを感じられる仕事です。

熱意とやる気がある方を是非お待

ちしています。」と話してくださ

いました。
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牛舎の設計に当たっては、作業の効率化と労働力削

減を追求し、最新の機械装置の導入等を図っています。

このことにより、働きやすい環境を作るとともに、研

修生が、搾乳や除ふん作業に時間を取られることなく、

酪農経営について思考する時間や牛を見る目を養いま

す。

研修は、まず１年間Farm to-moの研修生としてパー

ラー搾乳やベッド掃除、仔牛の世話などの基礎研修を行

います。また、牧草収穫や飼料調製、スラリー散布作業、

草地管理などの作業は、飼料供給を受ける沙留TMR セン

ターやJAコントラクターで経験する他、デーリィスクー

ル（座学）の受講など、酪農に関する様々な経験を積み

ます。研修生には、この基礎研修の間に本当にやりたい

道（新規就農、酪農ヘルパー、法

人構成員、コントラクターオペ

レーターなど)をじっくり探しても

らいます。就農希望者はさらに１

年間、受入れを希望する集落での

地域研修を実施することで、現場

の対応力を養えるだけでなく、地域との関係を構築し、

３年目に新規就農ができる体制が整備されています。

Farm to-mo の「トモ（友）」には、
全国から募る新規就農者がこの牧場
で研修をしてオホーツクへと羽ばた
き、この地域の一員となって、生産
力強化と地域コミュニティの懸け橋
になってほしいという想いが込めら
れています。Φϛ⇔ϞΤσᾆ

施設完成：2021年４月（会社設立：2019年６月） 住所：北海道紋別郡興部町字沙留635番地の7

横内次長
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